
○
國
史
研
究
に
於
け
る
支
那
知
識
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士

○
樂
府
の
研
究

○
白
蓮
教
の
胤
に
就
い
て

○
朝
鮮
の
瞳
に
就
い
て

○
校
漢
紀
書
後

0
焉
支
S
薄
霞

○
箆
曲
よ
り
皮
黄
調
へ
の
推
．
移

　
文
學
士

文
學
博
士

文
學
博
士

文
學
博
士

　
文
學
士

○
黒
龍
江
省
干
鳥
領
野
の
開
嚢
に
就
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士

黒
板
勝
美

倉
石
武
四
郎

矢
野
仁
一

松
本
文
三
郎

傅
　
塘
湘

藤
田
　
豊
八

青
木
　
正
児

有
高
　
康

○
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
支
那
の
最
近
事
」
に
つ
い
て

○
感
動
外
毯
の
冥
慮

○
潜
熱
國
考

○
東
洋
天
文
墨
史
大
綱

○
厳
慎
…
本
文
心
雛
龍
校
勘
記

文
學
博
士

文
墨
博
士

文
學
博
士

理
學
博
士

文
學
博
士

鈴i新白三坂
木城鳥浦ロ
虎新庫周
雄藏吉行昂

　
〇
五
代
宋
初
に
於
け
る
安
南
の
土
豪
下
垂
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
畢
士
　
杉
本
直
治
郎

（
京
都
寺
町
丸
太
町
弘
文
紫
野
行
、
優
八
、
五
〇
圓
）
〔
以
上
那
波
〕

第
＋
一
巻
　
　
紹

介

高
く
。
已
切
溢
簿
鍵
。
犀
N
茸
飼
≦
④
巳
（
ユ
Φ
σ
q
o
・
く
。
昌
国
膏
げ

　
切
類
口
Ω
窪
び
毎
瞬
（
切
Φ
盛
炉
一
り
鎗
）

　
ほ
草
同
時
代
を
取
扱
へ
る
著
蓮
ε
し
て
は
、
＜
曹
く
9
H
窪
号
博
士

の
二
U
Φ
鼠
。
。
∩
乞
き
紆
ぎ
。
。
・
・
①
⇔
宮
戸
葺
6
p
切
貯
髭
巨
（
ψ
》
ぴ
σ
窺
§
σ
q

げ
δ
聾
ヨ
国
巳
⑦
Ω
○
ω
ノ
＜
①
冥
H
δ
σ
q
。
。
、
．
あ
る
も
、
本
著
は
、
猫
逸

外
務
省
の
凡
て
の
文
書
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
最
初
の
著
述
で
あ

る
鮎
に
於
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
著
の
取

扱
へ
る
時
代
に
相
…
當
す
る
、
已
蓮
の
U
h
o
O
冠
。
。
。
。
Q
①
娼
。
算
欝
ミ
個
鉗

照
せ
し
む
れ
ば
甚
は
だ
興
味
を
感
ず
る
課
で
あ
る
。
猫
逸
外
務
省

公
文
書
よ
り
直
接
に
書
か
れ
た
S
云
ふ
事
は
、
富
合
の
最
大
特
色

で
あ
る
S
同
時
に
、
之
に
固
有
な
短
所
を
俘
っ
て
居
る
。
翻
ち
、

凋
逸
文
書
以
外
の
他
國
文
書
を
毫
も
探
用
せ
な
か
っ
た
事
は
大
な

る
鋏
鮎
ε
す
べ
き
で
あ
る
。
併
し
、
署
者
が
狸
逸
側
の
実
料
の
み

を
取
扱
ひ
な
が
ら
、
嚴
正
な
る
歴
史
家
の
立
場
を
失
は
な
か
っ
た

事
は
誠
に
賞
護
に
値
す
べ
く
、
熊
本
著
に
よ
っ
て
從
來
曖
昧
で
あ

っ
た
事
件
に
し
て
明
白
に
さ
れ
た
も
の
が
多
々
あ
る
。

　
三
國
同
盟
、
三
國
協
定
の
成
立
に
よ
っ
て
．
．
ω
℃
百
象
島
ω
○
藝
学

○
肱
．
に
不
安
を
感
じ
二
つ
た
英
國
が
、
一
入
九
八
年
以
後
の
三
年

第
四
癖
胆
　
　
　
一
四
七
　
　
（
山
ハ
五
一
）



　
　
　
第
＋
一
巻
　
紐
　
　
介

間
に
三
度
も
心
逸
に
親
善
を
求
め
來
つ
た
に
平
し
、
種
々
の
事
情

に
よ
っ
て
猫
逸
が
こ
れ
を
矩
絶
し
、
遽
に
英
猫
糞
提
携
す
る
の
好

機
を
永
久
に
失
ひ
英
國
を
し
て
三
國
協
商
側
に
走
ら
し
め
し
事
、

一
九
〇
五
年
の
心
霊
σ
。
す
事
件
は
、
こ
れ
決
し
て
カ
イ
ゼ
ル
の
本

心
よ
り
出
た
も
の
に
非
す
、
缶
。
】
。
・
釜
口
b
d
曽
δ
≦
の
煽
動
に
よ
る
も

の
で
あ
る
事
、
一
九
〇
八
年
に
覧
る
塊
旬
國
の
ボ
ス
ニ
ヤ
、
ヘ
ル

ゼ
ゴ
ビ
ナ
爾
州
合
併
に
際
せ
る
填
旬
國
の
不
信
的
態
度
に
封
ず
る

カ
4
ゼ
ル
の
憤
怒
な
，
ご
が
明
確
且
興
味
的
に
叙
述
さ
れ
て
居
る
。

著
者
は
そ
の
愚
論
ざ
㍑
て
、
凋
逸
の
外
交
政
策
は
、
そ
の
先
見
な

き
こ
ミ
、
動
揺
常
な
か
り
し
こ
ε
に
よ
っ
て
、
拙
劣
な
る
も
の
で

は
あ
っ
た
が
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
猫
逸
は
戦
を
欲
せ
し
愚

な
し
、
大
戦
の
責
任
は
特
写
の
ポ
ァ
ン
カ
レ
ー
、
時
の
駐
佛
面
罵

大
使
H
N
〈
o
同
。
・
】
酷
の
肩
上
に
か
Σ
る
ざ
し
て
居
る
。

　
　
　
⑭
O
o
毒
9
ξ
●
切
曳
O
．
即
O
O
o
o
一
μ
9
0
民
。
戸
一
り
誤
）

　
本
著
は
、
か
な
り
久
し
く
政
界
に
身
を
投
じ
て
居
て
最
近
再
び

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
灰
つ
た
舅
警
2
教
授
の
編
纂
の
下
に
嚢

刊
さ
れ
た
．
、
日
時
寓
。
器
諺
芝
9
鳥
．
．
な
る
セ
リ
ー
ズ
の
中
の

一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
腰
　
　
一
四
八
　
（
六
五
二
）

　
グ
ー
チ
教
授
が
、
ウ
エ
ス
ト
プ
ア
リ
ア
條
約
を
起
黙
ε
し
て
大

。
戦
財
嚢
に
至
る
濁
逸
史
を
僅
か
百
十
頁
を
以
て
描
い
て
贋
る
才
斡

に
塾
し
て
は
何
人
も
嘆
賞
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
の
如
き
事
は

到
底
グ
ー
チ
敏
授
を
措
い
て
は
何
人
も
堅
し
得
ざ
る
所
で
あ
ら

　
、
フ
。　

併
し
、
本
業
が
亙
り
に
簡
述
さ
れ
て
居
る
爲
に
、
豫
め
濁
逸
史
・

の
一
般
知
識
を
持
た
な
い
護
者
に
ミ
つ
て
は
、
本
著
の
解
繹
は
か

な
り
困
難
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
本
葉
の
最
も
勝
れ
た
個
所
は
、

大
戦
前
の
欺
洲
に
封
ず
る
猫
逸
國
畏
の
態
度
及
び
職
後
の
革
命
を

取
扱
っ
て
居
る
所
で
あ
る
。
そ
の
論
議
誠
に
明
確
に
し
て
公
李
で

あ
る
。
大
戦
責
任
論
に
蒸
し
て
は
、
著
者
は
持
に
言
ふ
所
な
き
も

そ
の
意
見
甚
は
だ
温
和
に
し
て
、
必
ず
し
も
暦
学
に
凡
て
の
責
任

を
負
は
し
め
ん
S
は
せ
す
、
た
“
猫
逸
の
外
交
、
國
民
の
精
紳
歌

態
が
大
戦
勃
獲
の
導
火
線
ミ
し
て
多
大
の
カ
を
致
し
た
ミ
主
張
し

て
居
る
の
み
で
あ
る
。
戦
後
の
猫
逸
に
閉
し
て
は
、
佛
國
の
ボ
ァ

ン
カ
レ
ー
の
強
硬
政
策
を
著
者
は
大
い
に
非
難
し
、
こ
れ
載
後
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

逸
の
統
一
の
最
大
導
因
ミ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
一
こ
し
て
居
る
。
要

す
る
に
、
本
著
が
近
代
猫
逸
に
關
す
る
薯
蓮
中
に
於
て
最
も
勝
れ



し
も
の
、
一
つ
で
あ
る
事
を
、
私
は
噺
撰
し
て
揮
ら
な
い
。

⑳
因
O
o
の
①
く
。
津
”
β
α
昏
。
図
蕊
ω
o
一
一
℃
9
器
器
ノ
＜
9
ぴ

　
ゅ
団
日
石
2
b
二
二
鐸
（
岩
。
毒
噸
9
汁
．
一
㊤
卜
。
α
）

　
旧
著
は
、
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
の
未
刊
行
書
簡
を
圭
要
な
る
史
料

ミ
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
著
者
は
、
ル
ー
ズ
グ
エ
ル
ト
の
謝

日
露
戦
役
政
策
に
回
す
る
從
來
の
知
識
に
多
大
の
新
見
解
を
加
へ

て
居
る
。
殊
に
彼
が
そ
の
友
人
に
宛
て
し
書
簡
に
よ
っ
て
、
噛
彼
が

日
露
載
役
回
護
に
際
し
若
し
三
三
三
三
が
露
國
に
味
方
し
て
一
八

九
四
年
の
三
國
干
渉
の
如
き
行
動
に
再
び
幽
で
ん
ミ
す
る
楊
合
に

は
三
三
は
日
本
に
味
方
し
て
そ
の
最
善
を
回
す
べ
し
ε
の
意
志
を

有
し
て
居
た
事
が
明
か
，
こ
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
、
ル
ー
ズ
ヴ

エ
ル
ト
の
親
日
感
構
を
示
す
黙
に
於
て
は
多
大
の
、
興
味
を
惹
く
べ

き
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
彼
の
か
・
る
思
考
は
，
一
時
の
歓
洲
山

際
蘭
係
よ
り
見
て
無
意
義
な
る
も
の
ミ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

邸
ち
、
日
露
爾
國
戦
は
穿
、
亘
理
は
一
九
〇
こ
年
の
同
盟
に
よ
っ

て
日
本
を
深
く
べ
く
，
そ
の
場
合
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
建
て
た
國

際
外
交
網
を
破
壊
せ
し
王
入
潜
u
。
H
霧
怨
に
よ
っ
て
支
配
さ

る
佛
國
が
英
國
ミ
事
を
構
へ
て
ま
で
露
國
を
助
け
る
難
な
く
、
猫

　
　
　
策
十
一
巷
　
　
翻
　
　
　
介

逸
に
起
て
も
露
國
の
野
心
満
足
の
後
髪
を
せ
ん
ε
の
意
志
な
き
事

に
」
よ
っ
て
、
濁
佛
爾
國
が
露
國
を
援
助
す
る
ε
云
ふ
事
は
有
り
得

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
5
こ
れ
は
、
三
國
干
渉

の
晴
代
ミ
日
露
三
三
の
時
代
ミ
の
三
三
國
三
三
係
の
憂
化
を
噛
瞥

す
れ
ば
明
か
な
る
所
で
あ
る
。

　
著
者
の
三
三
は
、
後
傘
に
於
て
や
」
誇
張
的
傾
向
を
持
っ
て
來

π
が
、
大
艦
に
於
て
そ
の
穏
當
で
あ
る
事
を
認
め
る
σ
併
し
、
こ

の
三
三
の
三
三
は
、
三
三
の
三
三
三
三
に
回
す
る
三
三
に
就
て
は

強
弓
な
る
鮎
多
き
事
で
あ
る
。
濁
逸
に
回
し
て
の
議
論
が
多
く
正

確
を
得
な
い
の
は
、
こ
れ
を
瀕
し
て
餓
あ
る
も
の
で
あ
る
ゆ
本
著

の
喪
め
に
譲
ら
ば
、
U
δ
9
0
。
。
ω
Φ
℃
○
浸
舜
中
に
あ
る
極
東
に
關

す
る
豊
富
な
る
史
料
、
尉
話
ω
轟
》
穿
旧
く
中
に
あ
る
ポ
ー
ツ
マ
ウ

ス
條
約
に
關
す
る
新
史
料
等
を
更
に
利
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
ら

摯
フ
。

⑳
8
冨
国
錘
。
唱
Φ
碧
層
。
≦
o
謎
§
q
鋒
。
属
。
鷺

　
国
霧
♂
一
◎
。
誤
∴
㊤
O
o
。
噛
ゆ
団
寓
霧
。
鐸
名
。
円
覧
。
野

　
（
冨
げ
門
真
。
冨
り
δ
鵠
）

著
者
は
、

ミ
ネ
ソ
タ
大
畢
の
史
學
助
教
授
た
り
し
人
で
今
は
故

　
　
　
　
錐
四
蹄
脚
　
　
　
｝
尉
閏
九
　
　
（
山
ハ
玉
三
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
下

人
で
あ
る
。
本
著
は
未
完
成
の
も
の
で
、
第
一
章
よ
の
第
九
章
ま

で
が
同
敏
授
の
筆
に
成
り
、
後
の
二
章
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
の
、

国
毘
。
敏
授
並
び
に
ミ
ネ
ソ
タ
大
事
の
U
磐
冨
授
敏
の
筆
・
に
成
る

も
の
で
あ
る
。
從
來
、
歓
洲
大
学
前
の
國
際
外
交
の
中
心
問
題
た

る
近
東
問
題
に
書
し
て
は
、
多
撒
の
著
書
あ
り
、
殊
に
舅
臼
●
Ω
μ
曾

二
藍
窺
の
冒
ρ
器
毘
。
づ
q
O
器
馨
α
。
唱
冨
冨
壼
ま
9
響
強
⇒

や
国
寧
U
垂
鼻
の
写
ρ
器
。
・
け
δ
φ
Ω
、
○
膏
艮
α
昌
昌
。
。
①
ω
自
聡
づ
＄

冒
ω
ρ
爲
r
口
。
。
。
一
〇
埠
，
。
・
の
如
き
が
樺
威
的
著
述
ミ
す
べ
き
で
あ
る
が

今
亦
こ
の
薯
を
加
へ
た
る
は
喜
ば
し
き
事
で
あ
る
。

　
本
著
の
優
秀
な
る
個
所
は
、
近
東
問
題
を
概
論
せ
る
最
初
の
四

章
で
あ
っ
て
、
そ
の
叙
蓮
簡
な
り
ミ
難
も
そ
の
論
議
願
る
優
秀
で

あ
る
。
併
し
、
後
牟
に
至
っ
て
は
、
非
難
さ
る
べ
き
鮎
が
か
な
り

に
多
い
。
か
の
望
。
9
0
ω
ω
。
剛
。
密
障
及
び
一
九
二
一
年
に
公
表

ざ
れ
た
O
o
三
の
≧
巽
き
α
2
く
。
ゆ
切
鋒
①
筈
。
『
σ
奄
を
全
く
利
用
せ

す
、
一
八
七
九
年
の
猫
填
同
盟
に
開
す
る
虚
威
書
霊
さ
れ
る
≦
Φ
7

9
魯
昌
賃
の
Ω
罠
こ
雨
燕
を
μ
島
舘
の
楓
を
も
充
分
に
利
用
せ
な
か

っ
た
の
は
強
面
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
著
者
の
論
議
は
常
に
推
量

を
以
て
支
配
さ
れ
甚
だ
明
瞭
を
鋏
く
事
ざ
な
っ
た
。
且
本
著
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
ご
血
0
　
（
六
五
四
）

は
誤
畏
多
い
事
も
亦
一
入
鮎
で
あ
る
、
ア
ー
ル
心
配
の
筆
に
成
る

第
十
章
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
鐵
道
問
題
は
、
猫
逸
の
史
料
を
深
く
研
究

せ
し
錨
に
於
て
大
い
に
望
む
べ
き
も
の
あ
り
、
要
す
る
に
、
本
著

は
墨
・
術
的
研
究
書
ミ
し
て
は
決
し
て
上
々
の
も
の
で
あ
る
ε
は
云

ひ
得
な
い
が
、
近
東
問
題
を
線
膿
的
に
把
握
せ
ん
ε
す
る
も
の
に

ミ
つ
て
は
便
利
な
る
著
述
ミ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
⑳
目
6
名
9
包
蝕
2
多
。
頴
ρ
8
0
。
三
費
2
β

　
　
　
　
9
ぽ
σ
籍
霧
国
樹
。
σ
q
g
8
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9
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8
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と
ω
解
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①
〉
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o
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讐
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一
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8
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㌦
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箆
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醤
げ
8
●
（
目
9
“
伽
2
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一
鴇
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ω
短
く
瑠
o
h
H
9
φ
三
春
δ
ゆ
鉱
》
鴇
鉱
歩
一
り
8
1
一
紹
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切
図
諺
誉
○
匡
同
○
｝
6
9
ρ
（
H
し
○
昌
α
O
昌
．
　
一
Φ
ゆ
α
）

　
隊
洲
大
戦
以
後
の
至
誠
事
情
を
明
確
に
了
解
せ
ん
ミ
す
る
は
、

躍
に
歴
史
家
の
み
な
ら
す
一
般
知
識
階
級
の
熱
烈
な
る
希
望
で
あ

る
。
こ
の
鮎
に
於
て
本
葺
の
嚢
刊
は
麺
め
喰
有
意
義
な
る
も
の
で

あ
る
。
本
著
は
、
か
の
日
§
勺
巳
畠
氏
の
名
著
．
．
頸
ω
8
蔓
o
h

謹
9
8
Ω
o
三
諦
窪
8
9
勾
擾
．
．
の
績
編
ざ
も
見
る
べ
き
も
の
で



あ
っ
て
、
各
れ
も
切
魯
諺
μ
↓
霧
窪
9
0
h
H
b
一
①
葺
蝕
。
詳
巴
跨
h
h
9
富

の
獲
刊
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
著
は
、
多
く
公
文
書
を
基
礎
、
こ
し
，
そ
の
叙
述
充
分
に
詳
細

に
し
て
、
し
か
も
葉
者
を
し
て
根
本
事
情
を
曖
昧
な
ら
し
む
る
程

複
雑
な
ら
す
、
よ
く
そ
の
中
庸
を
得
、
公
僕
を
旨
ε
し
て
全
く
蕪

派
的
國
民
的
感
情
よ
り
超
越
し
て
居
る
。
し
か
も
著
者
は
、
史
學

の
造
詣
深
き
上
に
、
文
學
的
才
能
に
勝
れ
，
外
交
、
飛
行
に
多
大

の
實
際
的
経
験
を
有
す
る
人
な
れ
ば
、
旧
著
が
甚
だ
優
秀
な
る
も

の
で
あ
る
事
は
言
を
ま
た
な
い
。

　
前
著
に
重
て
著
者
は
、
國
際
閥
係
の
見
地
に
立
っ
て
、
一
、
九
一

四
年
ミ
一
九
二
〇
年
ε
の
世
界
を
比
較
し
て
居
る
。
郎
ち
、
大
戦

前
に
調
て
は
、
経
濟
上
軍
事
上
、
欺
洲
が
國
際
關
係
の
中
心
で
あ

っ
た
が
、
大
匙
に
よ
る
疲
弊
は
、
野
洲
列
強
の
．
．
｝
お
σ
q
O
ヨ
O
昌
鴇
O
馬

8
昌
8
博
覧
を
破
埋
…
せ
し
め
、
歓
洲
は
孕
ば
放
棄
さ
れ
大
陸
ミ
な
っ

て
し
ま
つ
江
こ
の
悲
観
的
結
論
を
奥
へ
て
居
る
。

　
後
前
に
於
て
は
、
前
著
に
於
る
結
論
を
適
用
し
て
最
近
の
國
際

紫
野
を
論
述
し
て
居
る
。
國
際
聯
盟
會
議
の
如
き
、
最
近
生
れ
出

た
國
際
的
樺
威
に
話
し
て
略
述
し
た
後
、
世
界
を
、
西
駄
、
東
欧

　
　
　
第
十
一
、
巻
　
　
紹
　
　
　
介

回
教
世
界
、
熱
帯
ア
フ
リ
カ
、
極
東
及
太
不
洋
の
五
部
に
分
ち
．

こ
の
腿
分
に
從
っ
て
、
最
近
の
國
際
事
傭
を
叙
優
し
て
居
る
。
完

全
な
る
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
ヒ
ー
を
附
し
、
重
要
な
る
條
約
、
登
冨
な

る
地
滑
の
附
加
ε
相
ま
っ
て
，
護
者
の
了
解
を
容
易
な
ら
し
め
て

房
る
。
要
す
る
に
本
塁
は
、
最
近
削
際
驕
係
史
に
吃
る
模
範
的
良

著
な
り
ミ
す
べ
く
，
し
か
も
今
後
、
乱
塾
績
酷
き
る
、
断
定
で
あ

る
事
は
、
申
入
の
酷
な
る
宴
悦
を
感
ず
る
所
で
あ
る
。
〔
以
上
大
村
〕

囎
蜘
獄
過
去
よ
り
現
代
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
　
一
ご
浦
　
　
周
行
著

本
書
は
著
者
三
浦
博
士
の
歓
米
見
聞
記
で
あ
っ
て
、
博
士
は
大

正
十
一
年
の
春
よ
り
年
の
暮
に
か
け
て
、
大
戦
後
、
動
揺
の
爾
ほ

臆
ま
ぬ
歓
米
の
地
を
巡
り
て
、
其
適
量
の
奥
學
の
立
揚
よ
り
、
彼

地
の
歴
史
墨
研
究
、
諸
種
教
化
機
能
、
其
他
國
家
魔
會
の
奥
底
に

潜
流
し
て
み
る
戦
後
の
氣
蓮
を
観
察
し
、
蹄
來
後
筆
ケ
執
り
、
一

部
、
雑
誌
に
登
表
し
た
も
の
を
も
合
せ
復
し
た
も
の
こ
れ
で
あ
る
。

一
年
に
満
た
ざ
る
巡
遊
ε
は
言
へ
、
諸
種
の
方
面
に
擬
察
を
向
け

而
も
一
般
族
行
記
の
類
噌
こ
其
趣
ケ
異
に
す
る
の
は
、
博
士
の
學
問
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